
（別紙３）

～ 2025年　1月　19日

（対象者数） 24 （回答者数） 17

～ 2025年　1月　18日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
学齢的な成⾧に応じて必要な支援や取り組みが変わってくる
のでそれに合わせて対応していく

2
相談内容によっては関係機関との連携が必要な事もあるので
実施していく

3
他事業所で行ったトレーニング等を共有し、プログラムの質
の向上を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
感染症の状況をかんがみながら、活動内容を考え実行してい
く

2
自力通所が出来るように計画作成、実施時間を設け、支援を
行っていく

3

○事業所名 ハッピーテラス千葉みなと教室

○保護者評価実施期間 2025年　1月　　9日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　1月　21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

屋外活動を頻繁には行えてないこと
・感染症の観点から積極的に出来ていない
・屋外活動やイベントのみに参加する家庭が出ないようにする
ため、頻度等調整を行っている

送迎を行ってない
・自立に向けての支援・療育に重点をおいて支援をおこなうと
いう運営方針の為

生徒一人一人の特性に応じた専門性のある支援を行っているこ
と

・契約時にアセスメントを取り、実際の支援に繋げている。
・支援時にも自分たちの目で見てアセスメントをしている。

保護者との積極的な情報共有や相談に応じること
・保護者お迎え時や、1人通所の家庭には電話で連絡を取る等
コミュニケーションを取り、悩み事や相談に応じている。
・保護者面談等の時間を設けることがある。

プログラムが固定化しないようにしている
・週間テーマが決められているが、子どもに合わせてカスタマ
イズして取り組んでいる

事業所における自己評価総括表公表


